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～「１７３人の笑顔輝く、楽しい学校を目指して」～

新風は西姶良から
元気いっぱい 花いっぱい 笑顔いっぱい
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２０２２年 よろしくお願いいたします
６年生の30名が，３月には小学校卒業，４月には中学校入学という
大きな節目がりっぱに迎えられるように。１年生から５年生までの子
供たちも，充実した３学期が過ごせ，それぞれ進級できるように。そ
して，子供たち全員が，友達と仲良く思いやりにあふれた，心豊かな毎
日が過ごせるよう，職員一同精一杯取り組んでいきます。

今年も御理解と御支援・御協力のほどよろしくお願いいたします。



１２月１９日（日）に，いきいきワクワク塾･家庭教育学級で，「門
松作り，餅つき，豚汁･おにぎり作り」をしました。約６０名の親子
が協力しながら豚汁・おにぎりを作ったり，杵と臼を使っての餅つ
きを楽しんだりしました。暖かい太陽の光を浴びながら，食べた豚
汁とおにぎりは格別でした。ついたお餅をこねて，あんこやきな粉，
醤油をつけて満面の笑みで味わう姿が多く見られました。また，食
べきれなかったお餅を持ち帰る姿がうれしそうでした。
昔ながらの年末の行事を体験し，田植えから稲刈りまでの活動を

継続して取り組み「自然の恵みについて学ぶ学習」として，大変有
意義な体験ができました。

また，おやじの会の方々が中心となって，子
供たちに竹の切り方を教え，立派な門松を作り
上げることができました。すばらしい門松で，
令和４年を気持ちよく迎えることができまし
た。登下校する子供たちも，とても喜んで正門
を通っていました。

年末の１２月１２日（日）に，西姶良小学校の
体育施設一斉清掃が行われました。日頃利用して
いる少年団や社会人団体の約170人が隅々まで熱心
に作業してくださいました。おかげさまで体育館
や運動場など，とてもきれいになり，新年から気
持ちよく使用することができています。
ありがとうございました。

１月９日（日）に西姶良小学校運動場で鬼火焚きがありました。
約150名の児童生徒，保護者，地域住民が集まり，無病息災などを
祈願しました。寅年生まれの代表者が着火した後，残り火を利用
して，各自持参した餅やマシュマロを竹の先に挟んで焼きました。
子供たちは，焼いた餅や振舞のぜんざいに，笑顔の花を咲かせて
いました。
今年１年，西姶良校区の皆様が健康で過ごせることや新型コロ

ナウイルス感染症が１日でも早く終息し，みんなが明るく元気に
過ごせることを願っています。

夢を実現するために
「パラリンピック車いすテニス 元日本代表選手から学んだ」

日 曜 行 事 等

2/1 火 教育相談月間
集金日
クラブ活動(３年見学)

2/2 水 新１年生体験入学･入学説明会
2/3 木 家庭学習強調週間（～9日）

学校評議委員会
１２月１７日（金）に，オリンピック・パラリンピ 2/8 火 委員会活動(4年生参加)

ック・ムーブメント全国展開事業の講演がありました。 2/9 水 学校保健委員会(B校時)
リオデジャネイロパラリンピック車いすテニスで，日 ＰＴＡ総務会(19：30～）
本代表として４位入賞を果たした二條実穂さんから， 2/12 土 土曜授業日
４年生３２人が「夢を実現するために大切なこと」を 2/15 火 栄養指導（1・2年)
学びました。車いすテニスを始めた理由や夢を実現す ひなたぼっこ読み聞かせ
るために大切にしていることの話を聞いたり，競技用 2/17 木 ALTとの交流(3年～6年)
車いすに乗車してのテニス体験をしたりしました。岩 お茶とのふれあい授業（5･6年)
水結香さんは「夢を言葉にし，宣言する。」という話 ＰＴＡ理事会(19：30～）
を聞いて，「辛いことがあっても二條さんのように前 2/21 月 学力定着旬間（～3/4）
向きでいたい。」と話しました。また，日髙りのさん 2/22 火 子供と一緒に読書の日
は，「車いすに乗りながらラケットを持つのは難しか 2/24 木 授業参観，学級PTA(B校時)
ったけど，楽しくできた。これから教えてもらった『無 家庭教育学級閉級式
理とは絶対に言わない』人になりたい。」と笑顔を見 あいあい号
せていました。 ＰＴＡ総務会(19：30～）

ぺったん，ぺったん。一人一人が

心を込めて精一杯つきました。

おいしくな～れ！豚汁作り


